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■この説明書と保証書をよくお読みの 

うえ、正しくお使いください。
そのあと大切に保存し、必要なとき 

にお読みください。
■保証書は必ず「お買い上げ日•販売 

店名」などの記入を確かめて、販売 

店からお受け取りください。

保証書別添付 

300MHz帯ダイバシティ方式
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上手に使って上手に節電
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安全上のご注意 G必ずお守りくださし

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するだめ、必ずお守りいただ＜ことを、次のように説明 

しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

△警告
△注意

この表示の欄は、「死亡まだは重傷などを負^可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負^可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」 
内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

S
❶

このような絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

このよ^な絵表示は、必ず実行していだだ＜「強制」の内容です。

△警告
工事は販売店に依頼する

工事には技術と経験
が必要です。火災、
感電、 けが、 器物損
壊の原因となります。

必ず販売店に依頼して＜ださ

電源コードを熱器具に 

近づけない
0 コードの被覆が溶け 

て、火災や感電の原 

因となります。

分解しない、改造しない

❿修理や点検は販売店にご連絡

分解禁止

ください。

なります。
火災や感電の原因と

參ただちに電源プラブを抜いて、 
販売店にご連絡ください。

異常があるときは、
すぐ使用をやめる
〇 煙が出る、臭いかす 

る、水や異物が入つ 

た、落として破損し 

たなど、火災の原因 

となります。

參ただちに電源ブラブを抜いて、 
販売店にご連絡 ＜ ださい。

異物を入れない

水や金属が内部に入 

ると、火災や感電の 

原因となります。

不安定な場所に置かない

因となります。
落下などでけがの原



安全上のご注意 G必ずお守りください）

プラク’本体を持って抜く

❶ コードガ傷つき、火 

災や感電の原因とな 

ります。

，抜くときは電源プラグを持つ 

て抜いてください。

謹齪てし！？、プラグを

0 感電の原因となりま 

す。

禁止

電源コードを傷つけない

0
禁止

重いものをのせだり、 
はさんだりするとコ 

—ドか傷つき、火災 

や感電の原因となり 

ます。

|修理は販売店にご連絡くださ
い,

A :士音 ZA ✓王/。3、

通風孔をふさがない

0 内部に熱がこもり火 

災の原因となります。

禁止

このたびは、パナソニックダイバシティワイヤレス受信機をお買い上げいた 

だきまして、まことにありカヾとうございました。

設置上のお願い
ご使用電源はAC100V
ご使川後は必ず'4Z源スイ 

ッチを「切」にしてくだ
回

さし <3^

ダイバシティ効果について
允分なダイバシティ効果を得るために2本のア 
ンテナ間隔は5〜20m以内にしてください。

近〈の妨害電波に注意

本機の設置場所は
直射日光の当たる所や温 

風吹出II近くは避けてく 

ださい:また、湿気、ほ 

こ1）および振動の多い場 

所に設置すると故障の原 

因になることがあリます,

同じ周波数の妨ガ祗波、“周波を使う機器がな 

いかを確かめてください。やむをえず雑杏源の 

近くで使用する場合は、ワイヤレスマイクとワ 
イヤレスアンテナの距離を2〜10mにしてくだ 

さい。なお、ワイヤレスアンテナから2m以内 

に近つ••きますと、使川していないチャンネルへ 

の飛び込みや侃Uなどが発1:.することがあリま 

す。また、送俗所の送倍アンテナの直下では到 

達距離が糾かくなることがありますn

使用上のお願い
お手入れ

ワイヤレスマイクの周波数は、受信機の周波数 

と合わせて使用してください。

マイクロホンどうしは、50cm以上離してください。

ベンジンやシンナーは、 
絶対に使⑴しないでく 

ださい。ケースが変形 

したリ、変色すること 

があります。
イ匕学ぞうきんをご使用 

の際はその注意書に従 

つてください0 

，ケースの汚れは乾いた 

布でふいてください。 
ひどい汚れは、水かM 

所用洗剤を少し布につ 

けてふき、あとはから 

ぶきしておきます。
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各部の名称と働き

周波数表示
周波数表示ラベル（ダイバシティワイヤレス 

チューナユニットWX-D300Cに付属）を貼り 

ます。

電源スイ

電源表示灯（赤）

※ダイ八シティワイヤ

WX-D300C （別売）を
台取リ付けることに

4チャンネルダ
イバシティ受信機にな
ります

受信表示灯 

〔アンテナ/?〕
アンテナ/?に電波を受 

借すると緑に点灯しま

受信表示灯
〔アンテナa〕 ワイヤレスマイク音量つまみ
アンテナaに迸波を受
信すると綵に戍灯しま お好みのfVWに調節できま

後面

—
^2

\ :

アンテナ入カコネクタ心が、
アンテナ入力 

75（1浮叫ファンタム電 

源出力DC9V 80mA

チャンネル出カジャック1,2,3,4
〔チューナユニット1,チューナユニ

ット2,チューナユニット3,チューナ 

ュニット4〕
-20dB 6000不平衡4回路

- - - ^- - - - - - :

ワイヤレス補助入カジャック 

〔ワイヤレス補助入力〕
-20dB 6000不平衡 

ワイヤレス受信機を梢設する 

ときに使用します。

/

I 二F ' 
1Mg1④亂

電源コード 
ACI00V 
50 60Hz

出カレベル切換スイッチ
ミキシング出カレベル切換スイッチ 

-20dB/-60dB

ミキシング出カジャック〔ミキシング出力〕
善チャンネル出力1,2,3,4をミキシングした出 

力が得られます。
*-20dB/-60dB（切換式）6000不平衡 

春ミキシング出カレベル切換スイッチにて切り 

換えできます。
—20dB-＞接続機器側のライン入カジャックへ 

— 60dB—接続機器側のマイク入カジャックへ 

*ワイヤレス受信機を増設するときにも使用します。

操作のしかた
ご注意
*ワイヤレスマイクの周波数は、受信機の周波 

数と合わせて使用してください。
•マイクロホンどうしは、50cm以上離して〈だ 

さい。

300MHz帯周波数表

CM 322.050MHz〔CMチャンネル•ブラウン（茶）〕

CI2 322.100MHz〔CI2チャンネル•レッド（赤）〕

CI3 322.250MHz [Cl3チャンネル•オレンジ（橙）〕

CI4 322.350MHz〔CI4チャンネル•イェロー（黄）〕

■ パ^參• パ，-

電源スイッチを「入」にします。

ワイヤレスマイクの電源スイッ 

チを「ON」にします。

ワイヤレスマイク音量つまみて二 

お好みの音量に調節します。

故障と思われましたら
症 状 点検項目 処 置

電源スイッチを「入」にし 

ても電源が入らない。
屯源プラグがコンセントから抜け 

ていませんか。
vii源プラグをコンセントに差し込 

みます。

受信しない。

ワイヤレスマイクの祗源スイッチ 

は「ON」になっていますか0
ワイヤレスマイクの迸源スイッチ 

を「ON」にします。
ワイヤレスマイクの乾祗池は消耗 

していませんか。
新しい乾電池と交換します。

3 4



事説明
本機の工事は、必ず販売店に依頼して〈ださい。また、 
工事の場合は、必ず電源スイッチを「切」にし、電源 

プラグをコンセントから抜いてください0

アンテナの設置
■ワイヤレスアンテナ設置のお願い
アンテナは、WX-1430を使用してください0 

※必ず、アンテナの取扱説明書をよくお読みください。

•マイクの使用位置からめ:祝できる場所に綱してください。
大井や壁などの内装材の裏側には絶対に収リ付けないでください。

#ワイヤレスマイクはアンテナから2m以上離してお使いください。2m以内に近づきますと、使川してい 

ないチャンネルに飛び込みや混借などが発中.することがあリます。
•アンテナから受イH機までのケーブルのUさは、「）C 2Vで以内、50FVで60〜l（）Omにしてください。 
•アンテナの間隔は5〜20mにしてください。
«ブースタの電源（DC9V）はWX-1020からM軸ケーブルを経由して供給されます。

•とくに袞雷地帯においては直接1が積らないように軒ドに取り付けてください。天井へは横付でも、垂心: 

にリf、j•けても可能です。
•邪魔になったり破根したりしない高さに取リ付けて〈ださい。

胃次のような場合はアンテナを増設してください0
春た分•会場や坡ボ場で仗•切がある場合。
•潘がある舞台と客席をカバーする場合。
•ワイヤレスマイクの使用範囲が広く、カバーしきれない場合。
•ワイヤレXアンテナを増設する場合は（ 5 +以1:）、アンテナ泥合器（D-772-35P

アンテナを2本使用する場合
•アンテナを壁面に取り付けた場合

別売斡旋M）が必要です。

■アンテナを4本使用する場合
參アンテナを壁面に取り付けた場合

＞アンテナを使用範囲の中央天井に取り付けた場合

,4、.



アンテナの設置
アンテナを多数使用する場合(5本以上最大8本まで)

❶半径30mの円で使用範囲がカバーできるようにア 

ンテナを設置してください。

❷ぴ、/?のアンテナは交互に配的してください。

❸アンテナ混合器(別売斡旋品)が必要です。
品 番 D-772-3SP

メーカー名 アンテンエ業㈱Tel 0424(83)1191(ft)

メーカ品名 衛星放送受信用2分配器
定 価 ¥3,400

〇混合器を含めた、同軸ケーブルの長さは次のよう 

にしてください。
3C-2V (05.4mm) 

5C-2V (07.4mm) 

5C-FV (^7.5mm)

30m以内 

60m以内 

60〜100m以内

同軸ケーフルの長さ

アンテナ混合器

BNCコネクタ 混合器の接続には、混合器に付属の 

F型コネクタをイ吏用します。
P2 p\ a2 a

WX-1020
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IホイップアンテナWX-1435の取り付けかた

本体側面のねじを利用してアンテナ取付金具を固定します

\/7父-1435（2本1組）

アンテナ取付金具

WX-I020

C©M4X 10（4本）

接続ケーブル（別売）
AG-C20（3mビデオケーブル）
（松下電器産業（株）オーディオ.ビデオシステム（事）扱い）



アンテナの設置
800MHz帯ワイヤレスシステムとの混用
800MHz帯ワイヤレス（6波）と組み合わせ、最大10波（300MHz帯は4波）を使用できます0

參講堂などで10波使用する例

800MHz同時使用6波 
（B1I—B16）

（ダイナミックレンジ96d巳 
受信機 WX-4020,4040）

300MHz 
同時使用4波 
（C11〜C14） 
（ダイナミック 
レンジ82d巳

受信機WX-1020）
WX-1500 WX-1600

WX 4400

ブレストーク

WX 4100 WX 4300 WX-4200 ^ WXHIM 4370

インスト 
ラクターノ

•同一建物内6室以上、10室までワイヤレス受信機 

を使用する例

(BlICH) (BI4CH) (BI6CH) (CI2CH)

(BI2CH)
(BI5CH)

(Cl ICH)
(CI3CH)

(BI3CH)

(CI4CH)

1〜6 : 800MHz帯(B11〜B16ch) 

7〜10: 300MHz帯(C11〜C14ch)

WX-I430
WX-I430厂300MHz帯用

WX 1020 WX-I600/CIILハ•ナアンプ
WX-D300C/CI 講師用

8



接続のしかた
4チャンネルダイバシティ受信方式の場合

ワイヤレス 
アンテナ/?2

ワイヤレス
アンテナの

ワイヤレス 
アンテナa2

ワイ十レス 
アンテナa I

WX-I430

（別売）
WX-1430 
（別売）

アンテナ入力 
コネクタ/? Iへ

アンテナ入力 
コネクタ/32へ*

WX-I430

（別売）
WX-I430

（別売）

アンテナ入力 
二!ネクタ

アンテナ入力 
コネクタa I

キシング出カジャック 
チューナユニットCl I ~ CI4 
のミキシングされた出力が 
出ます

ライン入力端子へ 
（またはマイク入力端子へ）

-►<§） © © © ©
◎（公◎

接続機器側のライン入力端子へ 
（チューナユニット4の出力が出ます。）

接続機器側のライン入力端子へ 
（チューナユニット3の出力が出ます。）

接続機器側のライン入力端子へ 
（チューナユニット2の出力が出ます。）

接続機器側のライン入力端子へ 
（チューナユニットIの出力が出ます。）

ハイパワーアンプ
（WA-840Aなど）

#ワイヤレスアンテナ2本のときは、a I、/?1に接続してく 

ださい。
#ワイヤレスアンテナ5本以上のときは、6ページをごら 

んください。
•大形単式プラグ 

•BNCコネクタ

9



チューナユニットの組み込みかた
•チューナユニットは300MHz帯用WX-D300C（C1卜C14 :別売）です。

•周波数はワイヤレスマイクの周波数と合わせてください。

チューナユニットの組み込みかた

1.前面の表示ハ。ネル取付ねじ各2本を外し、表示パネルを外してチューナユニットを差し込みます。

チューナユニ‘:

チューナユニ

取出金具 本機を平板上でチ
きは、表示パネルの

表示パネル取付ねじ してください0
(M3XI0)

.周波数表示ラベル（ダイバシティワイヤレスチューナュニットWXイ）300Cに付M）を表示ハ。ネルに貼り 

ます。

チューナユニットを交換する場合

付属の取出金具を、本機のチューナュニット差込nに入れ、チューナュニットのiui部に引っ掛けて抜き出し 

ます。
取出金具

チューナユニット

取出金具はチューナユニット1の、差込口 

の表示パネル袈側に取り付けてあります。
お手数ですが、使用後は金具を元の位 

置に取り付けてから表示パネルを本休 

に固定してください。

取出金具を外す場合は、爪を❶、❷の順で 

開いて外します。

爪、基板などの破拊を避けるため、完全に 

外れないうちは、無理な力を加えないでく 

ださい。

10



入力および出力回路を平衡形にする場合
■カバーの外しかた

カバー取付ねじ6本を外し、カバーを外してください。
（M3X6 2本）

カバー取付ねじ（M4X |〇 4本）

■プリント基板の外しかた

1. カバー取付ねじ6本を外し、カバーを外します。
2. 後面パネル取付ねじ3本、および基板取付ねじ5本を外します（

プリント基板取付ねじ
M3X6

プリント基板

後面パ」

後面パネル取付ねじ
M3X6（リブ付）

3. 3Pコネクタ（CN2）を外し、基板を後而板ごと外します。

3Pコネクタ

線をこのように
よけてください0



入力および出力回路を平衡形にする場合
チューナユニット4出力を 
平衡形にする場合 

チューナユニット3出力を 
平衡形にする場合 

チュ_ナユニット2出力を 
平衡形にする場合 

チューナユニットI出力を 
平衡形にする場合 

ワイヤレス補助入力を 

平衡形にする場合 

ミキシング出力を 
平衡形にする場合

1. オーデイオトランスYWX240TM02CAVシステ 

ム（事）サービス課扱い〕、抵抗（2.2k）ERD S2 

TJ222 2本を用意してください。
2. 基板を外してください。

ワイヤレス補助入力回路および各チュ 

ーナユニット出力回路を平衡形にする場

1.各トランス取り付け場所（T4.T3.T2.T1.丁 5.
丁6）にあるジャンパ線2本を外します。

2 .基板の表示番号にトランスの番号を合せて挿入 

し、はんだ付けします。

2f T

3本キS
……

C:中2…u

T 4 チューナユニット4出力
T 3 チューナユニット3出力
T 2 チューナユニット2出力
T 1 チューナユニット1出力
T5 ワイヤレス補助入力

キシング出力回路を平衡形にする場合

パ本本

本#

1. T6トランス取り付け場所にあるジャンパ線2本
を外します。

2. R41（4.7k）とR41横にあるJを外して各々に2.2 

kOの抵抗を挿入し、はんだ付けします。
3. 基板の表示番号にトランスの番号を合せて挿入 

し、はんだ付けします。
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スタッキングについて
❶800MIIZヮイヤレス受信機（WX-4040）などの両 

側面のカバー取付ねじ（M4X10）を外します。

❷又タッキングアングル（付祕）で|A1定します。

取付ねじ

スタッキンク《

アングル

ラックマウントのしかた
•ラック内の溢度が+ 50t以上にならないように対 

.策をしてください。
卜:IA規格相、1'|のラ/クにマウントすることができ 

ます。
•ラックマウントする場合、次の工事部品（別売）が 

必要です。
飾りねじ（W2MSSパ0（m）. . . . . . . 2

取り付けかた
❶ゴム足4コを外します。
❷ラックアングルを付Mのねじで取り付けます。 
❸ラックに取リ付けます。

ゴム足

付属品

※移#川ラックに収納して移#、巡搬する場合、振 

勅、術幣を受けてラックマウントが変形し、本機 

が破扱する恐れがあります補強対策として、補 

強アングル（現地製作）を使い製品後部の取付ねじ 

によリラックに㈨定してください。
アングル固定ねじ 
M4XI0 4本

補強アングル
例1.ラック後面に取り付ける場合 

例2.ラック側ifti a
例3.ラック底血 〃

例3、，'」:⑽r444

アングル製作の際の
最低条件

使用ねじ:M4 X10 

アングル板厚:鉄板2關以上

側面取付穴位置寸法 

300

〇） ®

2-M4アングル固定用 
（M4XI0取付済み）
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定格•付属品
定格

電 源
消費電力 

アンテナ入力

受信周波数

※受信感度

※スケルチ感度 

※S / N

※ ダイ.パシテイ
切換裔
※ひずみ率 

※周波数特性 

最大出力

:ACIOOV 50/60HZ 

:I8W
:isn 2系統2回路BNCコネクタX4 

■アンテナ用ファンタム 

電力出力9V 80mA（最大）

: 300MHz帯Cl I〜CI4（WX-D300Aによる） 

（WX-D300Cを4台まで取り付け可能）

: 30dB以上
（20dBパV入力、2.25kHzFMにて）

: 20dB/^V以下 

: 50dB以上

（60dBパV入力、2.25kHzFMにて）

: 40dB以上（60dBパV入力にて）

: 3%以下（60dB//V入力、4.8kHzFMにて） 

:100~7,000Hz （50バ5エンファシス）

:+IOdB

※残留雑音： 30//V以下
Siィ助ャ入レ5 : -20dB 60⑽不平衡 

チャンネル出力：一20dB 600D不平衡4回路 

ミキシング出力：一20dB/—60dB（切換式）6001）不平衡 

周囲温度： 一I0°C〜+50°C 

寸 法： 420（幅）X44（高さ）X300 （奥行）刪

|高さはゴム足含まず、奥行はつまみ、1 
1表示パネル、コネクタ含まず I

質量（重量）：約3.9kg（チューナユニット含まず）
仕上げ：
前面パネル：ABS樹脂AVアイボリー塗装

（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）

表示パネル：ABS樹脂AVアイボリー塗装 

カバー：塩ビ鋼板AVアイポリー 

※はWX-D300C（別売）を取り付けた場合

付属品
大形単頭プラグ. . . . . . . . . . . . . . I
スタッキングアングル. . . . . . . . . . . . . . . . . 2

ラックアングル取付ねじ（M4X I 〇） . . . . . . . . . . 4
ラックアングル（山）. . . . . . . . . . . . . . . . . 2



保証とアフターサービス （よくお読みください）

修理•お取り扱い•お手入れなどのご相談は…
まず、お買い上げの販売店へお申し付け＜ださい。 
•修理は、サービス会社•販売会社の「修理相談窓口」

■保証書（別添付）
必ず、お買い上げの販売店からお買い上げ日•販売 

店名などの記入をお確かめのろえ受け取り、よ＜お 

読みのあと、大切に保管して＜ださい。

保証期間：お買い上げ日から1年間

■修理を依頼されるとき
まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご 

連絡 ＜ ださい。
♦保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理さ 

せていだだきますので、恐れ入りますが、製品に保 

証書を添えてご持参ください。
*保証期間を過ぎているときは 

修理すれば使用できる商品については、ご希望によ 

り有料で修理させていだだきます。

15



便手yメモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ年月日 年月日_[ 品番WX-1020

販売店 名 電話（ ）

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社 AVシステム事業部
〒224横浜市都筑区佐江戸町600 0（045） 932- 1231 （大代表）

N0192.1026 A8QA2717BN


